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ア
メ
リ
カ
の
市
場
情
報
課
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

〜
市
場
情
報
に
関
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
諮
問
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
よ
り
〜

清
水
　
葉
子

１
　
は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
末
頃
か
ら
、
証
券
取
引
所
な
ど
が
配
信
す
る
市
場
の
価
格
情
報
や
気
配
情
報
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
市
場
情
報
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
（
１
）、

一
九
九
九
年
六
月
に
は
ア

メ
リ
カ
証
券
業
者
協
会
（
Ｓ
Ｉ
Ａ
）
と
ア
ー
サ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
が
行
っ
た
「
市
場
情
報
の
課
金
に
関
す
る
白
書
」
（
２
）

が
公
開
さ
れ
、

情
報
ベ
ン
ダ
ー
や
証
券
業
者
が
証
券
取
引
所
な
ど
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
条
件
で
市
場
情
報
配
信
の
契
約
を
結
ん
で
い
る
か
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
。
続
い
て
、
同
年
十
二
月
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
市
場
情
報
の
配
信
や
課
金
の
あ
り
方
な
ど
を
問
う
コ
ン
セ
プ
ト
リ
リ
ー
ス
（
３
）

を
発

表
す
る
と
、
リ
リ
ー
ス
に
対
し
て
四
〇
通
も
の
コ
メ
ン
ト
レ
タ
ー
が
集
ま
り
、
こ
の
問
題
が
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
議
会
で
は
市

場
情
報
の
所
有
権
の
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
業
界
関
係
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
市
場
情
報
問
題

に
関
し
て
集
中
的
な
議
論
を
行
う
た
め
に
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
に
市
場
情
報
に
関
す
る
諮
問
委
員
会
を
設
立
し
、
市
場
運
営
者
、
証

券
業
者
、
情
報
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
幅
広
い
業
界
関
係
者
に
よ
る
議
論
が
行
わ
れ
た
。

市
場
情
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て
こ
れ
だ
け
の
関
心
が
集
ま
っ
た
背
景
に
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
半
ば
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
が
急

激
に
広
ま
っ
た
た
め
従
来
の
情
報
課
金
体
系
と
現
実
の
利
用
状
況
と
の
間
に
齟
齬
を
き
た
し
は
じ
め
た
こ
と
や
、
証
券
市
場
が
営
利



化
し
は
じ
め
て
市
場
情
報
が
戦
略
的
に
収
入
と
し
て
意
識
さ
れ
始
め
た
こ
と
な
ど
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
状
況
は
現
在
で
も
続
い
て
お
り
、
市
場
情
報
の
あ
り
方
へ
の
関
心
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の

諮
問
委
員
会
が
二
〇
〇
一
年
に
報
告
書
を
出
し
て
以
降
、
ア
メ
リ
カ
で
は
具
体
的
な
ル
ー
ル
の
改
正
に
つ
な
が
る
よ
う
な
動
き
は
見

ら
れ
な
い
。
諮
問
委
員
会
で
は
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
現
在
単
独
の
業
者
が
行
っ
て
い
る
市
場
情
報
処
理
に
競
争
を
導
入
す
る
と

い
う
提
案
を
行
っ
た
わ
け
だ
が
、
委
員
会
内
に
も
少
数
派
な
が
ら
反
対
意
見
が
あ
り
、
証
券
業
界
内
の
利
害
対
立
が
解
消
さ
れ
な
い

た
め
具
体
的
な
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
市
場
情
報
を
め
ぐ
る
問
題
を
概
観
し
た
う
え
で
、
二
〇
〇
一
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た
市
場
情
報
に
関
す
る
諮
問
委
員

会
レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
、
そ
こ
で
提
唱
さ
れ
た
競
争
的
情
報
配
信
モ
デ
ル
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

２
　
市
場
情
報
配
信
の
仕
組
み

ア
メ
リ
カ
で
は
、
他
市
場
の
上
場
銘
柄
を
上
場
す
る
こ
と
な
く
自
市
場
で
取
引
す
る
「
非
上
場
取
引
特
権
（
Ｕ
Ｔ
Ｐ
）」
と
呼
ば

れ
る
制
度
が
広
く
普
及
し
て
い
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
や
ア
メ
リ
カ
ン
証
券
取
引
所
の
上
場
銘
柄
が
地
方
証
券
取
引

所
な
ど
で
さ
か
ん
に
取
引
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
取
引
所
上
場
銘
柄
が
ナ
ス
ダ
ッ
ク
で
取
引
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
逆
に
ナ
ス
ダ

ッ
ク
上
場
銘
柄
が
非
上
場
取
引
特
権
を
使
っ
て
取
引
所
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
で
は
、
あ
る
銘
柄
に
つ
い
て
ど
の
市
場
で
最
も
良
い
価
格
の
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
に
、
分
散
し

た
各
市
場
の
価
格
情
報
を
統
合
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
の
改
正
証
券
取
引
所
法
で
は
、
市
場
情
報
を
統
合
し
て

広
く
配
信
す
る
仕
組
み
を
作
る
べ
き
こ
と
を
さ
だ
め
、
取
引
所
な
ど
が
適
切
な
課
金
に
よ
っ
て
そ
の
配
信
コ
ス
ト
を
回
収
す
る
こ
と

を
認
め
て
い
る
。

（28）



こ
う
し
た
証
券
取
引
所
法
の
規
定
を
受
け
て
、
取
引
所
や
ナ
ス
ダ
ッ
ク
は
、
取
引
所
上
場
銘
柄
の
出
来
情
報
を
管
理
す
る
Ｃ
Ｔ
Ａ

プ
ラ
ン
、
同
じ
く
取
引
所
上
場
銘
柄
の
気
配
情
報
を
管
理
す
る
Ｃ
Ｑ
プ
ラ
ン
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
銘
柄
の
出
来
情
報
・
気
配
情
報
を
管
理

す
る
ナ
ス
ダ
ッ
ク
の
プ
ラ
ン
と
い
う
三
つ
の
市
場
情
報
運
営
プ
ラ
ン
を
通
じ
て
、
情
報
を
管
理
・
配
信
し
て
い
る
。
運
営
プ
ラ
ン
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
情
報
を
提
供
す
る
全
て
の
自
主
規
制
機
関
の
代
表
者
が
参
加
し
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
に
よ
る

意
思
決
定
を
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
取
引
所
上
場
銘
柄
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
上
場
銘
柄
の
情
報
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ａ
）、
ア
メ

リ
カ
ン
証
券
取
引
所
お
よ
び
地
方
証
券
取
引
所
上
場
銘
柄
の
情
報
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｂ
）
の
二
つ
に
情
報
処
理
を
分
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
運
営
プ
ラ
ン
が
定
め
た
情
報
管
理
を
行
っ
た
上
で
、
規
定
の
料
金
体
系
に
基
づ
い
て
利
用
料
を
徴
収
す
る
。
市
場
情
報
の
運
営
方

針
は
プ
ラ
ン
が
決
定
す
る
が
、
実
際
の
日
々
の
管
理
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ａ
に
つ
い
て
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
が
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
Ｂ
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
ン
証
券
取
引
所
が
委
任
権
限
に
基
づ
い
て
業
務
を
行
い
、
さ
ら
に
具
体
的
な
情
報
処
理
に
つ
い
て
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
と
ア
メ
リ
カ
ン
証
券
取
引
所
が
共
同
で
設
立
し
た
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｃ
と
い
う
情
報
処
理
業
者
が
一
手
に
引
受
け

て
い
る
。

ナ
ス
ダ
ッ
ク
銘
柄
に
つ
い
て
は
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
自
身
が
情
報
処
理
業
者
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

３
　
課
金
体
系

課
金
体
系
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ａ
の
も
の
だ
け
を
示
す
（
表
１
）
（
４
）。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ａ
の
課
金
体
系
は

二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
情
報
ベ
ン
ダ
ー
や
証
券
業
者
な
ど
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
向
け
と
、
市
場
情
報
を
自
分
で
利
用
す
る
だ

け
の
ノ
ン
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
向
け
と
で
課
金
の
仕
組
み
が
異
な
る
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
向
け
料
金
が
、
端
末
ご
と
の
課

（29）
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金
で
、
端
末
数
が
増
え
る
ほ
ど

料
金
が
逓
減
し
て
い
く
の
に
対

し
て
、
ノ
ン
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
向
け
料
金
は
顧
客
単
位

あ
る
い
は
情
報
一
件
ご
と
の
課

金
と
な
っ
て
お
り
、
金
額
は
小

さ
い
も
の
の
、
逓
減
の
度
合
い

も
小
さ
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
示

し
て
は
い
な
い
が
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
Ａ
と
Ｂ
と
で
は
課
金
体
系

も
少
し
異
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
課
金
体
系
の
原
型
は
、

個
人
投
資
家
の
頻
繁
な
利
用
が

想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
一
九

九
〇
年
代
以
前
に
あ
り
、
そ
の

後
に
料
金
改
定
は
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
体
系
そ
の
も
の
は
大

き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の

プロフェッショナル向け（端末１台あたり１か月）

表１　ネットワークＡの利用料金（ドル）

4000万1件以上 0.0025── 0.01

1986 1991 1997 1999 現在
1 120.00 127.25 変化なし 変化なし 変化なし
2 75.00 79.50
3 55.00 58.25
4 50.00 53.00
5 45.00 47.75
6-9 37.50 39.75

1-2000万件 ── ── 0.01 0.0075 変化なし
2000万1-4000万件 ── ── 0.01 0.005

──

10-19 30.00 31.75
20-29 28.50 30.25
30-99 26.00 27.50
100-249 25.00 26.50
250-749 22.50 23.75
750-4999 19.50 20.75
5000-9999 18.75 19.75
10000以上 17.75 18.75

企業向け（１か月） ── ── ── 500000 525000

テレビ向けチッカーサービス ── ── ── ── 2.00

ノン・プロフェッショナル向け（ベンダーあたり利用者数ごと）
利用者一人当たり、１か月
1-25万人 4 4.25 5.25 1 変化なし
25万１人以上 4 4.25 5.25 0.5

１ベンダーあたり利用件数（１か月）



た
め
、
一
九
九
〇
年
代
の
後
半
こ
ろ
か
ら
、
個
人
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
が
急
激
に
増
え
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
た
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
市
場
情
報
の
利
用
頻
度
が
高
ま
っ
て
く
る
と
、
個
人
投
資
家
の
頻
繁
な
利
用
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
課
金
体
系
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
現
在
の
ノ
ン
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
向
け
の
課
金
体
系
は
、
従
量
的
な
逓
減
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
利
用
量
が

ふ
え
る
と
割
高
に
な
る
。
結
果
と
し
て
、
個
人
投
資
家
向
け
の
利
用
料
金
を
飛
躍
的
に
拡
大
し
て
し
ま
っ
た
。
と
り
わ
け
、
個
人
投

資
家
の
価
格
情
報
利
用
料
金
を
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
も
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
証
券
業
者
の
負
担
が
高
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

諮
問
委
員
会
の
報
告
に
よ
る
と
、
ノ
ン
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
徴
収
し
た
市
場
情
報
利
用
料
の
全
市
場
合
計
は
、
一
九
九

四
年
に
は
三
七
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
億
一
五
〇
〇
万
ド
ル
に
の
ぼ
る
急
増
を
示
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

現
在
の
市
場
情
報
利
用
料
全
体
の
十
九
％
を
占
め
る
。

こ
の
よ
う
に
古
い
課
金
体
系
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
利
用
者
と
ノ
ン
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
な
利
用
者
と
の
間
の
料
金
負
担
割
合
を
偏
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
現
在
市
場
情
報
問
題
が
大
き
く
と
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

４
　
証
券
取
引
所
の
収
入
に
占
め
る
市
場
情
報
利
用
料

市
場
情
報
の
あ
り
方
が
関
心
を
集
め
て
い
る
も
う
一
つ
の
背
景
は
、
市
場
運
営
が
営
利
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
表
２
は
、
各

証
券
取
引
所
の
収
入
に
占
め
る
市
場
情
報
利
用
料
の
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
全
証
券
取
引
所
平
均
で
、
全
収
入

の
二
一
％
を
市
場
情
報
利
用
料
が
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
市
場
情
報
収
入
が
市
場
運
営
者
に
と
っ
て
無
視
で
き
な

い
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

（31）



と
り
わ
け
、
上
場
賦
課
金
収
入
が
わ
ず
か
し
か
見
込
め
な
い
地
方
証
券
取
引
所

で
は
、
市
場
情
報
利
用
料
へ
の
依
存
傾
向
が
極
め
て
高
い
。
た
と
え
ば
、
シ
カ
ゴ

証
券
取
引
所
で
は
全
収
入
の
四
四
％
が
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
証
券
取
引
所
で
は
四

五
％
が
市
場
情
報
利
用
料
か
ら
の
収
入
で
あ
る
。
最
大
の
上
場
会
社
数
を
か
か
え

る
取
引
所
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
も
、
収
入
の
十
五
％
は
市
場
情
報

か
ら
得
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

市
場
情
報
利
用
料
は
、
各
市
場
に
ど
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

利
用
者
か
ら
徴
収
さ
れ
た
市
場
情
報
利
用
料
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ａ
、
Ｂ
、
ナ
ス

ダ
ッ
ク
ご
と
に
一
つ
の
プ
ー
ル
に
集
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
ま
ず
情
報
処
理
業
者
な

ど
の
経
費
を
差
し
引
い
た
う
え
で
、
残
り
の
額
が
取
引
量
シ
ェ
ア
に
比
例
し
て
各

市
場
に
配
分
さ
れ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ａ
と
Ｂ
で
は
取
引
件
数
シ
ェ
ア
に
比
例
し

て
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
銘
柄
の
場
合
は
取
引
件
数
と
取
引
高
の
シ
ェ
ア
の
平
均
に
比
例

し
て
配
分
さ
れ
る
。
市
場
情
報
収
入
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
全
市
場
合
計
で
五
億

九
八
〇
〇
万
ド
ル
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
、
こ
の
収
入
を
市
場
運
営
者
間
で
ど
の
よ

う
に
配
分
す
る
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
市
場
運
営
者
が
市
場
情
報
に
対
し
て
戦
略
的
な
収
入
源
と
し
て

の
目
を
注
ぐ
状
況
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
場
情
報
の
現
在
の
配

信
・
運
営
の
仕
組
み
は
、
適
切
な
コ
ス
ト
回
収
だ
け
を
意
図
し
た
一
九
七
五
年
当

（32）

そ の 他
自主規制
機関合計

表２　1998年の自主規制機関の収入構造

合　計 138.0（ 8） 1,969.7

規　　制
上　　場
賦 課 金

市　　場
情報収入

377.9（19） 452.4（23） 410.6（21）

（100万ドル、自主規制機関合計に占める割合　％）

SEC Release NO. 34-42208より作成

取引収入

NYSE 100.5（14） 165.7（23） 296.0（41） 111.5（15） 55.0（ 7） 728.7
NASD 234.0（33） 126.9（18） 137.3（20） 152.3（22） 49.3（ 7） 699.8
Amex 17.7（ 8） 91.9（41） 16.3（ 7） 82.9（37） 15.2（ 7） 224.0
CBOE 19.7（15） 84.6（67） 0.0（ 0） 17.5（14） 4.7（ 4） 126.5
PCX 3.0（ 4） 53.8（71） 2.0（ 3） 12.9（17） 5.3（ 7） 77.0
CHX 0.0（ 0） 24.7（54） 0.0（ 0） 20.0（44） 1.1（ 2） 45.8
Phlx 0.0（ 0） 30.2（69） 0.0（ 0） 7.1（16） 6.4（15） 43.7
BSE 2.5（13） 10.4（57） 0.8（ 4） 3.8（21） 0.9（ 5） 18.4
CSE 0.5（ 8） 2.6（45） 0.0（ 0） 2.6（45） 0.1（ 2） 5.8

590.8（30）



時
の
古
い
仕
組
み
の
ま
ま
で
あ
る
。
現
在
の
よ
う
な
独
占
的
性
格
の
強
い
配
信
・
課
金
体
系
で
今
後
も
公
正
さ
を
維
持
で
き
る
の
か
、

あ
る
い
は
市
場
間
で
の
収
益
配
分
の
あ
り
方
が
適
切
か
、
と
い
っ
た
点
が
問
い
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

５
　
市
場
情
報
に
関
す
る
諮
問
委
員
会

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
一
九
九
九
年
の
コ
ン
セ
プ
ト
・
リ
リ
ー
ス
で
、
コ
ス
ト
ベ
ー
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
提
言
し
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
認
識
は
、
現
在
の
課
金
体
系
で
は
情
報
配
信
の
た
め
の
純
粋
な
コ
ス
ト
を
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確

か
め
る
方
法
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
運
営
者
に
対
し
て
、
市
場
情
報
の
配
信
コ
ス
ト
を
開
示
す
る
よ
う

求
め
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
市
場
情
報
の
料
金
体
系
や
配
信
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
場
が
負
担
し
て
い
る
情
報
配
信
の
た
め
の
個
別
の
コ
ス
ト
と
、
共
通
経
費
と
し
て
全
体
で
負
担
し
て
い
る
コ
ス
ト
を
そ
れ
ぞ

れ
算
定
し
、
共
通
経
費
部
分
を
利
用
割
合
に
応
じ
て
各
市
場
に
割
り
当
て
る
こ
と
で
合
計
と
し
て
の
個
別
コ
ス
ト
を
算
出
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

諮
問
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
コ
ス
ト
ベ
ー
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
か
つ
て
は
公
共
交
通
や
水
道
、
ガ
ス
と
い
っ
た
公
益
企
業
の
価

格
設
定
に
用
い
ら
れ
た
手
法
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
し
て
否
定
さ
れ
た
。
コ
ス
ト
ベ
ー
ス
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
ま
ず
正
確
な
コ
ス
ト
の
計
測
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
点
で
か
な
り
非
現
実
的
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
多
岐
に
わ
た
る
取

引
所
の
業
務
か
ら
情
報
配
信
に
か
か
る
コ
ス
ト
だ
け
を
取
り
出
し
て
算
出
す
る
と
言
っ
て
も
、
ど
こ
ま
で
が
情
報
配
信
コ
ス
ト
と
見

な
し
う
る
か
は
か
な
り
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

ま
た
、
コ
ス
ト
ベ
ー
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
結
果
的
に
か
か
っ
た
コ
ス
ト
が
回
収
さ
れ
る
よ
う
に
価
格
が
決
め
ら
れ
る
の
で
、
運

営
者
に
と
っ
て
コ
ス
ト
削
減
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
生
ま
れ
に
く
く
、
結
果
的
に
コ
ス
ト
を
膨
張
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
逆
に
、

（33）



運
営
者
が
経
営
努
力
を
は
ら
っ
て
コ
ス
ト
を
削
減
し
て
も
、
今
度
は
そ
れ
に
応
じ
て
価
格
も
下
げ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
経
営
努
力

の
芽
も
摘
ん
で
し
ま
い
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

諮
問
委
員
会
で
は
、
多
数
派
の
結
論
と
し
て
、
現
在
の
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｃ
に
加
え
て
、
市
場
情
報
処
理
業
務
に
情
報
ベ
ン
ダ
ー
の
自
由
な

参
入
を
ゆ
る
し
、
市
場
運
営
者
が
複
数
の
情
報
処
理
業
者
に
情
報
を
販
売
す
る
こ
と
で
処
理
業
者
間
の
競
争
を
促
す
と
い
う
ア
プ
ロ

ー
チ
が
提
唱
さ
れ
た
。

現
在
の
情
報
処
理
の
方
式
で
は
、
単
一
の
情
報
処
理
業
者
で
あ
る
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
、
独
占
的
に
情
報
処
理
業
務
を
請
け
負
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
、
市
場
情
報
の
最
大
の
「
生
産
者
」
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
と
ア
メ
リ
カ
ン
証
券
取
引
所
が
そ
れ
ぞ
れ
三

分
の
二
、
三
分
の
一
ず
つ
出
資
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
情
報
処
理
業
務
に
よ
る
収
入
も
最
終
的
に
は
こ
れ
ら
両
取
引
所
に
入
る

仕
組
み
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
運
営
の
さ
れ
方
に
つ
い
て
も
、
一
般
ベ
ン
ダ
ー
や
証
券
業
者
な
ど
市
場
情
報
の
買
い
手
サ
イ

ド
か
ら
不
満
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
独
占
的
に
業
務
を
行
っ
て
い
る
た
め
競
争
圧
力
が
十
分
で
な
く
、

技
術
革
新
が
進
ん
で
い
な
い
点
や
、
一
般
ベ
ン
ダ
ー
側
が
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｃ
と
の
市
場
情
報
利
用
契
約
の
中
で
情
報
利
用
の
方
法
な
ど
詳
細

な
情
報
提
供
を
求
め
ら
れ
、
こ
れ
が
技
術
情
報
の
漏
洩
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
諮
問
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
複
数
情
報
処
理
業
者
方
式
を
採
用
す
る
と
、
固
定
的
な
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
に
対
し

て
業
界
全
体
で
重
複
投
資
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
無
駄
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
異
論
が
委
員
会
内
に
あ
る
こ
と
も
併
記
し
て
お
り
、

複
数
業
者
方
式
で
委
員
会
内
の
意
見
が
一
致
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
ど
う
い
っ
た
方
式
を
採
用
す
る
か
は
、

最
終
的
に
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
判
断
に
よ
る
が
、
諮
問
委
員
会
で
は
、
も
し
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
複
数
業
者
に
よ
る
競
争
モ
デ
ル
を
採
用
し
な
い
場
合

で
も
、
競
争
入
札
に
よ
る
情
報
処
理
業
者
の
選
別
や
、
現
在
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
か
た
の
改
善
な
ど
、
一
定
程
度
の
制
度
改
善
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
点
で
一
般
に
合
意
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
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注（
１
）

清
水
葉
子
（
一
九
九
九
ａ
）（
一
九
九
九
ｂ
）
参
照
。

（
２
）

SIA
/A

rthur
A

nderson
(1999

）
参
照
。

（
３
）

SE
C

(1999

）
参
照
。

（
４
）

一
九
九
八
年
時
点
で
の
課
金
体
系
に
つ
い
て
は
、
清
水
（
二
〇
〇
一
）
参
照
。
た
だ
し
、
現
在
で
は
一
部
改
定
さ
れ
て
お
り
、
最
新
の
利

用
料
に
つ
い
て
は
諮
問
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
参
照
の
こ
と
。
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葉
子
（
一
九
九
九
ａ
）「
証
券
取
引
所
の
市
場
情
報
収
入
」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
一
九
九
九
年
八
月
、
一
五
七
三
号
。
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│
│
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九
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収
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２
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レ
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│
│
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収
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一
年
七
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第
二
六
号
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（
し
み
ず
　
よ
う
こ
・
客
員
研
究
員
）
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